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旧
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
旧
東

久
留
米
保
健
所
）
は
、
総
合
相
談
、

検
診
事
業
、
母
子
保
健
事
業
な
ど

の
地
域
保
健
医
療
事
業
の
拠
点
と

し
て
機
能
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
旧
滝
山
小
学
校
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、 
一
部
の
福
祉
会
館
機
能

を
加
え
た
複
合
施
設
「
わ
く
わ
く

健
康
プ
ラ
ザ
」
が
開
設
さ
れ
、　
１８

年
５
月
に
そ
の
役
割
を
終
え
て
い

ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
中
、

市
長
に
よ
る　

年
度
施
政
方
針
で

２２

「
遊
休
財
産
の
活
用
」
の
課
題
が

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
以
前
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
な
ど

を
お
寄
せ
頂
き
取
り
ま
と
め
た

「
跡
利
用
策
の
方
向
性
」
に
つ
い

て
検
証
し
、
現
地
調
査
な
ど
も
実

施
し
な
が
ら
協
議
を
重
ね
、
次
の

通
り
一
定
の
方
向
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

　

◆
市
民
活
動
施
策
へ
の
利
用
＝

現
状
で
は
、
市
民
活
動
を
支
援
す

る
施
設
利
用
に
つ
い
て
、
大
き
な

課
題
が
生
じ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
状
況
に
あ
り
ま
す

　

◆
高
齢
者
福
祉
施
策
へ
の
利
用

＝
手
狭
に
な
っ
て
い
た
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
移
転
場
所
と
し

て
、
既
に
旧
下
里
幼
稚
園
跡
を
利

活
用
し
た
対
応
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
　

◆
障
害
者
福
祉
施
策
へ
の
利
用

＝
障
害
者
団
体
な
ど
と
は
場
所
の

提
供
に
限
ら
ず
、
事
業
内
容
の
再

構
築
も
含
め
て
協
議
を
重
ね
、
相

当
の
事
業
所
で
改
善
が
図
ら
れ
て

い
ま
す

　

◆
介
護
予
防
事
業
へ
の
利
用
＝

現
在
、
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
お

よ
び
併
設
の
体
育
室
を
会
場
と
し

て
実
施
し
て
い
て
、
現
状
で
は
大

き
な
課
題
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん

　

◆
建
物
の
老
朽
化
状
況
＝
現
地

調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
給
排

水
、
空
調
関
係
な
ど
の
大
規
模
設

備
の
交
換
な
ど
は
避
け
ら
れ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
耐
震

診
断
の
必
要
性
も
あ
り
、
建
物
の

跡
利
用
に
は
相
当
な
経
費
と
期
間

を
見
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す

　

◆
一
定
の
方
向
性
＝
こ
う
し
た

中
で
、
跡
利
用
と
し
て
の
有
効
策

は
見
当
た
ら
ず
、
新
た
な
公
施
設

と
し
て
の
利
活
用
が
な
け
れ
ば
、

遊
休
財
産
と
し
て
売
却
し
て
い
く

こ
と
も
一
つ
の
選
択

肢
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て

の
ご
意
見
は
、
〒
２

０
３
倆
８
５
５
５
、

本
町
３
ノ
３
ノ
１
、

市
役
所
企
画
調
整
課

あ
て
郵
便
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
（
４
７
０
・

７
８
０
４
）、電
子
メ

ー
ル
に
て
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
企
画
調
整
課
緯
４
７

０
・
７
７
０
２
へ
。

日
常
生
活
用
具
費
の

利
用
者
負
担
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

　

特
殊
寝
台
な
ど
の
介
護
支
援
用

具
や
フ
ァ
ク
ス
な
ど
の
情
報
・
意

思
疎
通
支
援
用
具
、
ス
ト
マ
用
装

具
な
ど
の
排
せ
つ
管
理
支
援
用
具

な
ど
を
障
害
者

に
支
給
す
る
、

日
常
生
活
用
具

費
支
給
制
度
を

　

月
１
日
付
け

１０で
改
正
し
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
利
用
者
負
担

を
無
料
と
し
ま
し
た
。
課
税
世
帯

の
場
合
の
１
割
負
担
に
つ
い
て
は
、

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

心
身
障
害
者
自
動
車 

運
転
教
習
助
成
事
業

　

心
身
障
害
者
の
生
活
圏
の
拡
大

を
目
的
に
、
運
転
免
許
取
得
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
【
対
象
】次
の
要
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方　
　

　

①
道
路
交
通
法
に
規
定
す
る
適

性
試
験
に
合
格
し
、
身
体
障
害
者

手
帳
３
級
以
上
（
内
部
障
害
４
級

以
上
、
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障

害
は
５
級
以
上
）
お
よ
び
愛
の
手

帳
４
度
以
上
の
障
害
程
度
で
、
歩

◆企画調整課メールアドレス
kikakuchosei@city.higashikurume.lg.jp

行
が
困
難
な
方
②
道
路
交
通
法
に

規
定
す
る
運
転
免
許
試
験
の
受
験

資
格
を
有
す
る
方
③
引
き
続
き
３

カ
月
以
上
東
久
留
米
市
に
住
所
を

有
す
る
方
④
前
年
の
所
得
税
の
年

額
が　

万
円
以
下
の
方
⑤
他
の
制

４０

度
に
よ
り
免
許
の
取
得
に
要
す
る

費
用
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

　
【
助
成
額
】所
得
税
額
に
よ
り
変

わ
り
、
上
限
額
は　

万
４
８
０
０

１６

円
で
す
。
原
則
と
し
て
運
転
教
習

開
始
前
に
申
請
が
必
要
で
す

身
体
障
害
者
自
動
車 

改
造
費
助
成
事
業

　

重
度
身
体
障
害
者
の
社
会
復
帰

の
促
進
を
目
的
に
、
就
労
な
ど
に

伴
い
自
動
車
を
取
得
す
る
場
合
、

そ
の
自
動
車
改
造
に
要
す
る
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

　
【
対
象
】次
の
要
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

　

①
市
内
に
３
カ
月
以
上
居
住
す

る　

歳
以
上
の
身
体
障
害
者
で
、

１８
上
肢
、
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障

害
で
、
１
級
ま
た
は
２
級
の
手
帳

を
所
持
し
て
い
る
方
②
自
ら
が
所

有
し
、
運
転
す
る
自
動
車
の
一
部

を
改
造
す
る
必
要
が
あ
る
方

　
【
ご
注
意
】助
成
対
象
と
な
る
の

は
操
向
装
置
お
よ
び
駆
動
装
置
の

改
造
に
掛
か
る
費
用
で
す

　
【
助
成
額
】所
得
お
よ
び
改
造
に

要
し
た
費
用
に
よ
り
変
わ
り
、
上

限
額
は　

万
３
９
０
０
円
で
す
。

１３

ま
た
、
改
造
を
行
う
前
に
申
請
が

必
要
で
す

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
緯
４
７

０
・
７
７
４
７
へ
。

　

都
営
住
宅
の
入
居
者
を
、　

月
１１

１
日
（
月
）
か
ら
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
資
格
な
ど
、
詳
細
は
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
申
し
込
み
資
格
】
次
の
通
り

　
（
１
）家
族
向
＝
①
都
内
に
居
住

す
る
成
年
者
（　

歳
未
満
の
既
婚

２０

者
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
②
同
居

親
族
が
い
る
こ
と
③
世
帯
の
所
得

が
所
得
基
準
内
で
あ
る
こ
と
④
住

宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
⑤
暴
力
団

員
で
な
い
こ
と

　
（
２
）単
身
者
向
＝
①
都
内
に
３

年
以
上
居
住
し
て
い
る　

歳
以
上
、

６０

ま
た
は
そ
の
ほ
か
の
条
件
を
満
た

す
単
身
者
で
あ
る
こ
と
②
現
に
同

居
し
て
い
る
親
族
が
い
な
い
こ
と

③
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
で

あ
る
こ
と
④
住
宅
に
困
っ
て
い
る

こ
と
⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

　
（
３
）
定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
）
＝
家
族
向
の
申
し

込
み
資
格
に
加
え
、
①
申
込
者
本

人
を
含
め
、
同
居
親
族
全
員
が　
４０

歳
未
満
で
あ
る
こ

と
②
世
帯
構
成
が

夫
婦
の
み
の
世
帯

ま
た
は
夫
婦
お
よ

び
子
の
世
帯
で
あ

る
こ
と

　
（
４
）
定
期
使
用
住
宅
（
多
子
世

帯
向
）
＝
家
族
向
の
申
し
込
み
資

格
に
加
え
、
①
申
込
者
本
人
を
含

め
、
同
居
親
族
全
員
が　

歳
未
満

４５

で
あ
る
こ
と
②
世
帯
構
成
が
夫
婦

お
よ
び
子
の
世
帯
で
あ
る
こ
と
③

世
帯
に　

歳
未
満
の
子
が
３
人
以

１８

上
（
う
ち
最
低
１
人
は
小
学
校
５

年
生
以
上
）
い
て
、
全
員
が
都
営

住
宅
に
入
居
で
き
る
こ
と

　

※
（
３
）・（
４
）
の
定
期
使
用

住
宅
と
は
、　

年
に
限
り
入
居
で

１０

き
る
住
宅
で
す
。

　
（
５
）若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
＝
定

期
使
用
住
宅
（
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー

向
）
と
同
じ

　
【
申
込
用
紙
な
ど
の
配
布
】
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く　

月
１

１１

日
（
月
）
～　

日
（
水
）
の
午
前

１０

８
時
半
～
午
後
５
時
に
都
市
計
画

課
（
市
役
所
５
階
）
お
よ
び
上
の

原
・
滝
山
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
連

絡
所
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募

集
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
同
公
社
の
各

窓
口
セ
ン
タ
ー
、
都
庁
、
都
内
市

区
役
所
ま
た
は
町
村
役
場
で
配
布
。

な
お
、
都
庁
第
一
本
庁
舎
１
階
北

側
東
京
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ

ン
タ
ー
で
は
、　

月
３
日
（
祝
）・

１１

６
日
（
土
）・
７
日
（
日
）
の
午
前

９
時
半
～
午
後
５
時
も
配
布

　
【
申
込
受
付
期
間
】　

月　

日

１１

１６

（
火
）
ま
で
に
渋
谷
郵
便
局
に
届

い
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

※　

月
１
日（
月
）～　

日（
水
）

１１

１０

の
期
間
、
申
込
書
・
募
集
案
内
を

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
都
市
計

画
課
緯
４
７
０
・
７

７
６
２
ま
た
は
東
京

都
住
宅
供
給
公
社
募

集
セ
ン
タ
ー
緯
０
５

７
０
・
０
１
０
８
１

０
（　

月
１
日
～　

１１

１０

日
。
そ
の
ほ
か
の
期

間
は
緯　

・
３
４
９

０３

８
・
８
８
９
４
。
た

だ
し
、
い
ず
れ
も
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
）
へ
。
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営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
ををををををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま

都
営
住
宅
入
居
者
を
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集
し
ま
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【
講
師
】
①
が
斉
藤
謁
氏
（
恵
泉

女
学
園
大
学
教
授
）
②
が
藤
岡
孝

志
氏（
日
本
社
会
事
業
大
学
教
授
）

　
【
対
象
】市
内
の
子
育
て
中
の
方
、

関
心
の
あ
る
方

　
【
定
員
】
先
着　

人
４０

　

※
満
２
歳
～
未
就
学
児
の
保
育

あ
り
、
先
着　

人
。
希
望
の
方
は

１３

　

月　

日
（
金
）
ま
で
に
予
約
を
。

１１

１９

　
【
費
用
】
無
料

　

申
し
込
み
は　

月
１
日
（
月
）

１１

か
ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留
米
市
文
化
協

会
緯
４
７
７
・
４
７
０
０
へ
（
電

話
受
け
付
け
は
平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）、
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
保
育
の
有
無
（
有
の
場

合
、
お
子
さ
ん
の
氏
名
と
年
齢
）

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
協
会
へ
。

　

子
育
て
を
し
て
い
る
と
、
イ
ラ

イ
ラ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一

生
懸
命
や
っ
て
い
る
の
に
う
ま
く

い
か
な
い
と
不
安
に
な
り
ま
す
よ

ね
。
一
人
で
考
え
込
ま
な
い
で
、

ご
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
時
】全
２
回
。
①　

月　

日

１１

２７

（
土
）
②　

月　

日
（
土
）。
い
ず

１２

１１

れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

せ
る
な
ど
の
性
的
虐
待
、
食
事
を

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
な
ど
の

ネ
グ
レ
ク
ト
、
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

き
ょ
う
だ
い
間
の
差
別
的
な
扱
い

な
ど
の
心
理
的
虐
待
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

　

虐
待
は
子
ど
も
に
対
す
る
重
大

な
権
利
侵
害
で
す
。
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
親
の
立

場
よ
り
「
子
ど
も
の
立
場
が
最
優

先
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
「
虐
待
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が
い

た
ら
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
や
児
童
相
談
所
に
連
絡（
通
告
）

し
て
く
だ
さ
い
。
通
告
し
た
方
が

特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　
「
地
域
の
気
付
き
」「
通
告
」
が

虐
待
防
止
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

《
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

の
５
か
条
》

　

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら

迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
は
義
務
・
権

利
）
②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」

は
言
い
訳
（
子
ど
も
の
立
場
で
判

断
）
③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

（
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
即

実
行
）
④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も

の
立
場（
子
ど
も
の
命
が
最
優
先
）

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

こ
り
う
る
（
特
別
な
こ
と
で
は
な

い
）

　

相
談
な
ど
、
詳
し
く
は
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
緯
４
７
１
・

０
９
１
０
へ
。

7
7

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

　

児
童
虐
待
と
は
、
殴
る
、
け
る
、

火
傷
（
や
け
ど
）
を
負
わ
せ
る
、

溺
（
お
ぼ
）
れ
さ
せ
る
な
ど
の
身

体
的
虐
待
、
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
を
見

　

市
立
第
四
小
学
校
の
閉
校
に
関

す
る
条
例
が
、
本
年
９
月
の
第
３

回
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
第
四
小
学
校

は
、　

年
３
月
末
を
も
っ
て
閉
校

２４

と
な
り
ま
す
。

今
日
ま
で
の
経
過

　

市
に
お
け
る
学
校
再
編
成
の
取

り
組
み
は
、
少
子
社
会
の
到
来
と

と
も
に
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に

伴
う
学
校
の
小
規
模
化
が
、
教
育

効
果
や
学
校
運
営
な
ど
に
影
響
を

与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、

　

年
３
月
末
を
も
っ
て
市
立
滝
山

１６小
学
校
が
、　

年
３
月
末
を
も
っ

２２

て
市
立
第
八
小
学
校
が
閉
校
し
て

い
ま
す
。

　

東
部
地
域
に
つ
い
て
は
、　

年
２０

の
後
半
に
、
上
の
原
に
所
在
す
る

Ｕ
Ｒ
（
都
市
再
生
機
構
）
の
一
部

お
よ
び
国
家
公
務
員
住
宅
の
移
転

計
画
が
示
さ
れ
、
今
後
、
教
育
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
明

確
に
な
り
、
対
応
が
急
務
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
で
は
、

第
四
小
学
校
の
保
護
者
と
の
意
見

交
換
お
よ
び
説
明
会
な
ど
を
重
ね
、

本
年
４
月
に
「
東
部
地
域
の
小
学

校
再
編
成（
第
四
小
学
校
の
閉
校
）

に
向
け
た
実
施
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
第
四
小
学
校
、
第
六
小
学
校

お
よ
び
神
宝
小
学
校
の
校
長
並
び

に
保
護
者
、
区
域
内
自
治
会
・
地

域
住
民
な
ど
で
組
織
す
る
統
合
準

備
会
を
設
置
し
て
協
議
を
重
ね
、

本
年
９
月
議
会
に
閉
校
に
関
す
る

条
例
案
を
提
出
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
統
合
準
備
会
お

よ
び
第
四
小
学
校
保
護
者
の
皆
さ

ん
と
の
話
し
合
い
を
進
め
、
よ
り

良
い
教
育
環
境
づ
く
り
の
た
め
の

再
編
成
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
学
校
適
正
化
等
担
当

緯
４
７
０
・
７
７
８
５
へ
。

旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタ旧保健福祉センターーーーーーーーーーー
のののののののののの跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいいの跡利用についててててててててててて

市
立
第
四
小
学
校
の
閉
校
に
関
す
る

条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

「助けて…」の小さなサインを
受けとめて
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「これって虐待？「これって虐待？」」

保育付き
家庭教育講座

　市制施行４０周年を記念し、市の各種サービスや手
続きのほか、歴史・見どころ・特産品の紹介など、
毎日の暮らしに役立つ情報を掲載したガイドブック
「（仮称）東久留米市暮らしの便利帳」を２３年３月に
発行し、市内全世帯に無料配布を行います。
　この便利帳は、官民協働事業として株式会社サイ
ネックスと協定を結び、市が行政情報を提供し、同
社が広告を募集し、制作・配布業務を行います。 
　１１月～１２月末の期間、便利帳への広告掲載のお願
いに、同社の営業担当者が市章の入った名刺を持っ
て、市内の商店や事業所などを訪問させていただき
ます。広告掲載を希望する方は、直接同社に問い合
わせてください。
　※広告料の先払い要求は絶対にありません。詐欺
行為にご注意ください。
　詳しくは、広告についてが株式会社サイネックス
西東京支店緯０４２・５４８・１５５６、発行についてが市秘
書広報担当緯４７０・７７０８へ。 

事業者の皆さん
広告を掲載しませんか！

官民協働事業で「東久留米市暮らしの便利帳」
を発行し、市内全世帯に無料配布を行います


